髄膜腫における間質の光顕的，電顕的ならびに免疫組織化学的研究 by 新多 寿
金沢大学十全医学会雑誌 第97巻 第1号 29－ 43 く1 9881
髄膜腫 にお ける問質の 光顕的， 電顕的ならびに
免 疫 組 織 化 学 的 研 究
金沢大学医学部脳神経外科学講座 く主任 こ 山 本信二郎教掛
新 多 寿
く昭和62年12月25日 受付I
髄膜腰 の細胞由来 を知る た め に， その 組織学的基本型 をな す m e ningothelial ty pe と fibr obla stic
ty pe の 問質に つ い て， 光 劇勺， 電顕 的な らび に免疫組織化学的な比較検討を行 っ た ． 対象は髄膜腰23例の
手術材料で， そ の 内訳は m eningothelialtype が 16例， fibr obla sticty pe が 7例で あ る． 問質成分と して
は I， III，IV お よ びV型 コ ラ ー ゲ ン な らびに ラ ミ ニ ン に 注目 した． 光顕的に は， m eningothelialty pe では ，
卵円形の核 を持つ 境界不明瞭 な膿瘍細胞 が大小の 合胞体 を形成 し， こ れ ら は互 い に 線維性隔壁に よ り区画
さ れ て い た一 間質は腫瘍細胞間 に は存在 せず大部分は線推性隔壁 に み ら れ た
．
す なわ ち， I， 工I王型 コ ラ ー
ゲ ン は線維性隔壁内に 束状 に 分布 して い る のに 対 し， 町 V型 コ ラ ー ゲ ン と ラミ ニ ン は合胞体の周囲 に線
状に 分布 し線維性隔壁と の境界 をな して い た． 王V， V型 コ ラ ー ゲ ン と ラ ミ ニ ン は線維性隔壁内の血管周囲
に も 年輪状に み られ た ． Fibrobla sticty pe で は， 紡錘形の 腫瘍細胞が柵状に流れ る よ う な配列 を示 し， そ
の 細胞間に は 問質線維 が び まん 性に み られ た ． す なわ ち， 工， 凹型 コ ラ ー ゲ ン は腰痛細胞間 に不連続 な線
維小束状の 配列 を示 し， 工V型 コ ラ ー ゲ ン とラ ミ ニ ン は微細網状の ， V型 コ ラ ー ゲ ン は細線総状ま たは細顆
粒状の配列を示 した． 電顕的に は， m e ningothelial type で は ， 線維性隔壁 は多数の膠原細線経と少数の
micr ofibril， 弾性線堆か ら な り， そ の 中に は硬膜 と ク モ膜 の 接合面に み られ る du r al bo rde r c ellに似 た細
胞が散在 して い た
． 合胞体の 周囲に は連統 した 基底膜が み られ た
．
Fibrobla sticty pe で は， 腫瘍細胞突起
間の 細胞外腱 に は膠原細線推， micr ofibril， 弾性線維 な どが み られ た
． 問質に 面 した腫瘍細胞 の表層に は基
底膜 が み られ た ． 免疫電顕 に よ る検索で は， IV型 コ ラ ー ゲ ン と ラ ミ ニ ン の 分布は 基底腰の 局在 に一一 致 し て
お り， 腰瘍細胞 の胞体内に は い ずれ ほ め られ な か っ た
一
以上 の 結果 を髄膜腰の 発生母地で ある ク モ 膜や
ク モ 膜絨毛の 超徴形態と対比 す ると ， m e ningothelialtype の 腫瘍細胞 は a r a chn oid ba rrie rlaye rな い し
C aP Cellclu ste rに ， fibrobla stic ty pe の 腰瘍細胞 は du r al bo rde rlaye rな い し fibr o us c apsule， C e ntr al
C O r eに 由来す る もの と推定さ れ た．
Key w o rds m en lngiom a， C Ollage n， 1a minin， im m u n ohistoche mistry， electr on
mic r osc op y
髄膜腫 は組織学的 に 十数種類 に 分類 さ れ て い る
がり2J， その 基本型 をな す の は卵円 形の 核 を持 つ 境界不
明瞭な細胞 が合胞体 を作る m e ningothelial ty pe と細
長い 核 を持 つ 紡錘形 の細胞が柵状 に 流れ るよ う な配列
を示 す fibr obla stic ty pe で ある ． 微細構造上 は両者 は
共通 の 性状 を示 し， い ずれ の 腫瘍細胞も胞体内に 豊富
な中間径 フ ィ ラ メ ン ト をも ち， 細胞突起は複雑 な鱗合
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を形 成し互 い に 多数 の デ ス モ ゾ ー ム に よ り接着し て い
る3 州
． しか し ， 問質 に 関 して は meningothelialty pe
と fibr obla stic ty pe はき わ め て対照 的な 性状 を示 し，
前者 は問質 が乏 し い の に 対 し 後者は問質 に 富 ん で い
髄膜腰 の 発生 母地で あ ると さ れ る ク モ 膜細胞は種々
の 病 的状 態 に お い て 著 明 な 線推増生 反 応 を起 こ
A breviatio n s ニE M
， electr on micros c op y ニFI T C， fluoresc ein is othio cya n ate ニ P B S，
pho sphate－buffer ed s alin e．
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Fig． 1． He m ato xylin 良 Eo sin くAl a nd im mu n oflu o r es c e nt stainings く
B－Fl of the
m eningothelialm e ninglOm a．
A ニ Va sc ula rized fibro u sseptu m sepa r ate sthe tu m o rintolobule s．
X185． B － Cこ Type I
く別 a nd 工IIの c ollagens a r elo c aliz ed diffu s ely in the fibr o u s septu m
a nd within v es sel
w alls． B， X92．， C， X18 5． D． E． Fこ TypeIVくDl， VくEI c ollagens and laminin くFl a r e
lo c alized within v a s cular w alls a nd a r o und the syn cytiu m． X185．
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Fig－2－ Hem ato xylin 8t Eo sin 仏1a nd im m u n oflu o r es c e nt stain ingsくB．Flofthefibr obla stic
m en lng10 m a．
Aニ Fu sifo r mtu mor ce11s are a rr a nged in a sto rifo r mpatter nwith inter ve n lnginter stitial
fiber s． x1 85． Bニ Ty pe I c ollagen sho w sdiffu sefibrilla r patter n． x185． Cニ Ty peロ1
C Ollage n sho w sthin fibrillar patte rn． X185． D， Fこ Ty peIVc ollage n mland la mininくFJ
Sho w diffu sefin efibrillar patte rn． Va sc ula rba se m e nt m e mbra neis als o stain ed． x1 85．
E二 Ty pe V c ollage n shows gr a nula r o rthin fibrilla rpatte rn． x185．
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し1 3ト 川 ， 培養系 に お い て も ク モ 膜細胞 は コ ラ ー ゲ ン や
ラ ミ ニ ン な どの糖蛋白質を産生 す る こ とが証明 され て
い る1 7I． コ ラ ー ゲ ン は ぼ 鎖と呼ばれ る ポ リペ プ チ ド鎖
3本が 3重ら せ ん構造 くヘ リ ッ ク スフ をと っ て い る蛋
白質 で， 結合組織の 主要構成成分で ある． こ の コ ラ ー
ゲ ン は従来よ り単 一 種 か ら成る と信 じられ て き た が，
M iller と M atuka s瑚 が 軟骨 と 皮膚 を構成す る コ ラ ー
ゲ ン が 互 い に 異 な る 分子 種 で あ る こ と を発見 し て 以
来， コ ラ ー ゲ ン に は現在 ま で に 工 型 か ら 刃 型 ま で の
11種類が確認さ れ てい る1 9ト
2鋸
．
工 ， m 型 コ ラ ー ゲン は
問質に 広く分布 し2 9榊1， 王V型 コ ラ ー ゲ ン は 基底膜 に 局
在す ると され て い る29ト 32I． ま た ， V 型コ ラ ー ゲ ン は問
質 と基底膜 の間 に あり両者 の接着 に関与す る こ と が示
唆 され て い るユ31． 一 九 ラミ ニ ン は分子 量約 90万 ダ ル
ト ンの 非 コ ラ ー ゲ ン性糖蛋白質で基底膜 に 特異的に 存
在 す ると さ れて い る3り3 21 帥
一 的
本論文 に おい て， 著者 は髄膜腰 の細胞由来 を知る た
め に ， その組織学的基本型 をな す m eningothelialty pe
と fibrobla sticty pe の 問質を光顕的， 電顕的 に 検索 し
た
． 同時 に 工， 王工I， 工V お よ び V型 コ ラ ー ゲ ン な ら び に
ラ ミ ニ ン の 組織内分布 を免疫組織化学的に検索 し， 両
者 を比較検討 した． こ れ らの 結果 を ヒ tl の ク モ 膜や ク
モ 膜絨毛 の起微形態 と対比 す る こ と に よ り髄膜腰 の 細
胞由来に つ い て 考察し た．
対象お よ び 方法
手術標本 が採取さ れ た m e ningothelialtype16例 お
よ び fibr obla stic ty pe 7例の 計23例 の髄膜腫 に つ い
て ， 光顕的， 電顕的な ら び に 免疫組織化学的な検索を
行 っ た ．
工
． 光顕 的検索
腫瘍塊 を10％中性緩衝 ホ ル マ リ ン に て 固定後， 型通
りパ ラ フ ィ ン に 包埋 し薄切切片 を作製 した． へ マ ト キ
シ リ ン ． エ オ ジ ン染色， 鍍銀染色 な らび に エ ラ ス チ カ ．
ワ ン ． ギ ー ソ ン染色を施し た後， 光学顕微鏡で観察 した ．
工王 ． 免疫組織化学的検索
新鮮 な標本の 一 部 を， た だ ち に 液体 チ ッ 素で凍結 し
た 後， ク ライ オ ス タ ッ ト くM ile s Labo r ato rie s In c，
Napelville， U S Alに て厚さ 4FLm の 凍結切片 を作製 し
た． 切片を周乾 した後， 冷 アセ ト ン に て 10分間固定 し，
間接螢光抗体法 に よ り 工， 工I， 王Vお よ び V型 コ ラ ー ゲ
ン な らび に ラ ミ ニ ン の 局在 を検索 した． す なわ ち ， 正
常 ヤギ血清 くDakopatts， Den m a rkl を切片上に 室温
で 30分間作用 させ 非特異的染色を阻止 した後， 型別抗
コ ラ ー ゲ ン抗体 のidets， Tokyo，Japa nl な らび に抗
ラ ミ ニ ン抗体 くE－ Y Lab． In c．， U S Al を 4
O
C で 一 晩
反応 させ た ． 抗王 ，工I， V型 コ ラ ー ゲ ン抗体 は 10倍 に ，
抗工V型 コ ラ ー ゲ ン 抗体 お よ び 抗ラ ミ ニ ン 抗体 は 50倍
に 稀釈 し て使用 し た ． 次 に ， 冷 リ ン 酸 緩衝食 塩 水
くpho sphate－buffe r ed s alin e， P BSl で洗浄後， 10倍
稀釈 した Flu o re s c einis othio cya n ate CFI TCI 標識ヤ
ギ抗 ウ サ ギIgG 抗体 くCo oper Bio m edic al， In c． ，
M alv e rn， U S Al を室温で 2 時間作用 させ た． 冷 P B S
で 洗浄後 ， 10％ グリセ リ ン 加 P B Sで封 入 し， 螢光療微
鏡 く01ympu s m odel A H 2－ Fu で観察 した ．
m ． 電顕 的検索
標本 を 2 m m 大 に 細 切 し， 2．5％グル タ ー ー ル ア ル デ
ヒ ド で 2時間固定 した後， さ ら に 1％四酸化 オ ス ミウ
ム に て 1時間固定 し型通 り エ ボ ン に 包埋 した． L K Bミ
ク ロ ト ー ム を用い て超薄切片 を作製 し， 酢酸ウ ラ ニ ー
ル と鉛の 二重染色 を施 した後， 日立 廿60 型電子顕微
鏡で観察 した．
IV． 免疫電鉄 的検索




C，12時間固定 し， ブ ド ウ糖加 P B S で
洗浄後 O C Tc o mpo u nd くマ イ ル ス ． 三 共株式会札 東
京うに 凍結包埋 した ． ク ライ オ ス タ ッ ll で 6月m の 凍結
切片 を作製 し， 酵素抗体間接法3 別 に て工V型 コ ラ ー ゲ ン
な らび に ラ ミ ニ ン の 局在を検索 した． す なわ ち， 正 常
ヤ ギ血 清で 非特異的染色を阻止 した後 ， 抗IV 型コ ラ
ー
ゲ ン 抗体 な ら び に 抗 ラ ミ ニ ン抗 体 を 4
0
C で 山 晩反応
さ せた ． 抗工Y塾 コ ラ ー ゲ ン 抗体 およ び抗ラ ミ ニ ン 抗体
は 30倍 に 稀釈 して使用 した ． 冷 P B Sで 洗浄後 ，ho rs e－
r adish pe r o xida se標 識 ヤ ギ 抗 ウ サ ギIgG 抗 体
くCo ope rBio m edic al，Inc． ， M alv e rn， U S Al を6時間
作用さ せ， 冷 P B S で洗浄の後， 1％グル タ ー ル ア ル デ
ヒ ドで 10分間国定 した ． 次 に in c ornplete Gr aha m －
Ka rn o v sky solutio n に 30分間， CO mplete Gr aha m－
Ka rn o v sky solutio n
391に 10分間浸 し た後， 2％四酸
化 オ ス ミ ウム を 1 時間作用 さ せ た． 最後に ， ア ル コ ー
ル に て脱水後， エ ボ ン に 包埋 し， 超薄切片は電子染色
を施 さず， その まま電顕で観察 した．
こ れ ら免疫組織化学的検索 に お い て は，
一 次 抗体 を
正常 ウ サ ギ血 清 に 置換 した もの を対照群 と した ．
成 績
I ． 光顕所見
M eningothelial ty pe に お い ては ， 卵 円形 な い し顆
円形の 核 を持 つ 境界不明 瞭 な細胞が密に 増生 し大小の
合胞体 を形成 して い た ． こ れ ら の 合胞体 は線維性結合
組織 か ら成 る 隔壁 に よ り互 い に 区画さ れ て い た く図
1 Aう． 線維性隔壁 の中 に は 線維芽細胞 に 似 た紡錘形の
細胞が散在 して お り， そ の 一 部は硬膜 へ 連続性に 移行
して い た． Fibrobla sticty pe に お い て は， 紡錘形の腫
髄膜腰 に お ける 問質の 研究
癌細胞 が柵状 に 流れ るよ う な配列 を示 し， 細胞間に は
多数 の 問質線維 が 見 ら れ た く図 2Al． Fibrobla stic
ty pe の 腰 癌細胞問 お よ び m e ningothelial type の 線
維性隔壁内 に は 少数 の 弾性線維が認 め られ た．
工工 ． 免疫組織化学的所見
1 ． M e ningothelialtype
ト型 お よ び m型 コ ラ ー ゲ ン は線推性隔壁内に び ま ん
性 に 分 布 して い た く図1 B， Cl． IV 型コ ラ ー ゲ ン な ら び
に ラ ミ ニ ン は緑綬性隔壁内の 血 管基底膜領域に 分布 し
く図 1D， Fl， V 型コ ラ ー ゲ ン は血 管壁内に 分布 して い
たく図 1Eう． 工V 型， V 型コ ラ ー ゲ ン お よ び ラ ミ ニ ン は腫
瘍細胞 が作る合胞体の 辺 緑で線維性隔壁 と の 境界部に
線状 に 分布 して い た く図1 D， E， Fつ． 腫瘍細胞間 に は
コ ラ ー ゲ ン や ラ ミ ニ ン の 分布 は み られ な か っ た ．
ニj3
2 ． Fibr obla stic ty pe
工型 お よ び工II型 コ ラ ー ゲ ン は腫瘍細胞間に お い て び
ま ん性に 不連続的な線推ノJl束の 配列 を示 した く図2 B，
Cフ． 工王型 コ ラ ー ゲ ン は 工型 コ ラ ー ゲ ン に比 べ て細線維
状 を呈 した
．
V型 コ ラ ー ゲ ン は細胞間に 顆粒状 ある い
は微細緑樹犬に 分布し て い た く図 2Eう
．
IV塾 コ ラ ー ゲ
ン な らび に ラ ミ ニ ン は血管や腫瘍細胞の 周囲に 微細網
状の 分布を示 した く図2 D， Fう．
両型 い ずれ に お い て も腫瘍細胞自身は型 別抗 コ ラ ー
ゲ ン抗体や抗 ラ ミ ニ ン抗体 に ほ 陰性反応 を示 した．
m ． 電顕 所見
1 ． M e ningothelialty pe
腫瘍細胞 は 一 般に 10旬 20〆 m の 大き さ で， 胞体内に
は多数の ミ トコ ン ドリ アが み ら れた が ， 粗面ノJl胞体や
Fig．3． Inter c e11ula r spac e sin the m e n lngOthelial m e n lngl O m a SO m etim e sc o ntain
ag gr egates of ba se m e nt m embr a ne－1ike a m o rpho u s m aterialくa rr o wl． E M x9，000．
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Fig．4． Elo ngated c ellsinthefibr o u s s eptu m ar equite simila rtodu r al bo rde r
c e11s40l
411in the du r a． a r a chn oid inte rfa c e． E MX7，500．
Fig． 5． Fibro u sseptu m of the m e ni gothelial m e ningio m a c o ntains a n u mbe r of c ollage n
fibrils， microfibrils a nd ela stin s． Ba s em ent m e mbr a n eis se e nbet
w ee nthefibr o u s s eptum
a ndtum or c ellsくa r r o w sl． E M X9，00．
髄膜腫 に お け る 問質の 研究
フ リ ー リ ボ ゾ ー ム は 少なか っ た ． 胞体か ら放射状 に 伸
びる細胞突起は 互 い に 複雑な朕合を 形成 し， 細胞間に
はと き に 小槽状の 細胞間隙が み ら れ た． これ ら の 細胞
間 隙 に は膠原細線維 や micr ofibril はみ ら れ な か っ た
が ， 所 に よ り 基底膜様 の 無定形物質が み ら れ た く図
3 ラ． 腫瘍細胞間に は基 底膜 はみ ら れ な か っ た ． 線椎性
隔壁 は膠原細線維が集束し たも の で ， そ の 中 に は 少数
の mic r ofibr－ilと弾 性線継が み られ た． こ れ ら 問質線
椎 の 間隙に は du ral bol．de rc ell帖 41 Jに 似 た紡錘形 の 細
胞 が 散在性 に 分布 して い た く図4う． 合胞体の 辺緑 で 線
維性隔壁と の 境界部に は， 連続し た 基底膜が認め られ
た く図 51．
2 － Fibrobla stic ty pe
腫 瘍細胞はw－N－一 般 に 細長く， 流線形 の 細胞突起が柵状
に 流れ る よ う な配列 を示 し た． 細胞 突起 は し ば しば小
さ な 細胞外腔 を形成 し， そ の 中 に は 膠原 細線維 や
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micr ofibril， 弾性線推 な どが み られ た く図6 I． 胞体内
に は粗面小胞体や フ リ ー リ ボ ゾ ー ム が 発達 し て お り，
と き に 拡張 した 粗蘭小胞体 の 内膳に は多量 の 微細顆粒
状な い し フ ィ ラ メ ン ト状の 物質が み られ た く図 7ン
． 細
胞外ノJl腔に 画す る細胞膜 の 胞体側に は へ ミ デ ス モ ゾ ー
ム が み られ ， 問質側 に ほ基底膜が み られ た く図 81．
IV ． 免疫電 顕所見
M e ningothelial ty pe に お い て は， IV 型コ ラ ー ゲ ン
と ラ ミ ニ ン は 合胞体の 周囲に 線状に 分布し て い たが ，
腫瘍細胞の 胞体内や細胞間隙に は み られ な か っ た く図
9 A， Bl． 一 方， fibrobla sticty pe に お い て は， 腫瘍細
胞突起の 表層に工V型 コ ラ ー ゲ ン と ラ ミ ニ ンが 線状 に 分
布し て い た く図 川 A， Bl． これ ら の 分布は通常の 電顕
で 見 られ た 基底膜の 領域に 叫 致 して い た ． ま た， 押 型
コ ラ ー ゲ ン と ラ ミ ニ ン は血管基底膜の 領域 に お い て も
強陽性 を示 した く図 9 B挿入写真1．
Fig．6． Flattened ce11s a r e a r ra nged in tier s a nd inte r mingled with c o ne c．
tiv etis su efiber sin the fibrobla stic m en mgio m a． E M x 4．500．
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Fig．7． Enla rged ciste rn a e ofr o ughe ndopla sr nic retic ulu m s o m etim e s c o ntain ag gr egate s of
fin egr a n ula r m ate ri al inthe fibr obla stic m e ni gio m a． E M X12，000．
Fig． 8． Disc o ntin uou sba se m ent m e mbr a n eis se en，at the su rfac e oftu mo r ce11sfa cingthe
e xtr a c ellula r m atrix ． E M x22，500．
髄膜腫 に お ける問質の 研究
Fig．9． Im mu n o el ctr o nmic r o s c op yofthe m e nlngOthelial m e n lngio ma － Ty perVc ollage nくAla nd la mininくBJ ar eloc aliz ed alo ng the o ute r m o st portio n ofthe syn cytiu rnbeingin
C O nta Ct Withthefibro u s septu m． A ， X3，750． B， X6，000くIn se rtこ Lamininis als opr esentatthe su rfa ce ofe ndotheliala ndtu m o r c ells． X3，000，． S， SynCytiu mニ FS，fibro u s septu 町E， e ndothelialc ells．
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Fig． 10． Im m un o ele ctro n micr o sc op y of the fibrob
la stic m eni gio m a． Ty pe rv
c ollagenくAla nd la mininくBlarelo c aliz ed at the s urfa c e oftu m o r cells．
A， X6，000－
B， X5，250．
髄膜腰 に お け る問質の 研究
な お ，
一 次抗体の 代わ り に 正常 ウ サ ギ血 清を反応さ
せ た対照群 は い ず れ も陰性所見を呈 し た．
考 察
髄膜腰 は組織学的 に 十数種類 に 分類 さ れ て い る
が1籾 ， その 基本型 を なす の は m e ningothelialtype と
fibr oblastic ty pe である ． 両者 は光顕的に はき わ め て
対剛勺な性状 を示 す が9ト1 2I， 電顕 的に は 中間径 フ ィ ラ
メ ン ト， 駿合， デ ス モ ゾ ー ム な どの 共通 の 特徴を備 え
て い る3 州 ． しか し， 問質や 基底膜 の 分布 に 関 して は，
本研 究 で 示 し た 如 く m e ningothelial type と fibr o－
bla stic ty pe は免疫組織化学的な ら び に電顕的に きわ
めて対照的な性状 を示 し た． す な わ ち， m e ningothelial
ty pe に お い て は 問質は腫瘍細胞間 に は 少 な く線推性
隔壁内に 多い の に 対 し， fibr obla sticty pe で は膿瘍細
胞間に 問質線維 が豊富 に存在 し てい た ． 電顕的 に は，
fibr obla sticty pe の 問質 は膠 原職線維， mic r ofibrilお
よ び弾惟線推な ど で 構成さ れ て い た ． －1一門－■ 方， m e ningo－
thelialtype に お い て は細胞間膀 は非常 に 狭く， 基底
膜様の 無定形物質が わ ずか に み ら れ る の み で 問質線維
は ほと ん ど見 られ な か っ た ． しか し， 合胞体 を区画 し
て い る線維性隔壁内 に お い て は膠原細線推 や mic r o．
臼bril， 弾 性緑維 な どが 密 に 配列 し， そ の 間隙 に は
du ral bo rder c ell叫 4りに 似た細胞が散在 して い た． さ
ら に ， 基 底膜は fibrobla sticty pe に お い ては腰癌細胞
の 周囲に 豊富 に 認め ら れ たが ， m e ningothelialtype に
お い て は細胞周囲に は ほ とん ど認 め られ ず ， 合胞体の
周囲に わ ずか に み ら れ る に す ぎな か っ た
．
髄膜腫 に お け る型 別 コ ラ ー ゲ ン や ラ ミ ニ ン の 分布 に
関 して は， 諸家の 報告に 著 しい 差異 が み られ る
．
す な
わ ち， Bellon ら4 2耽 m eningothelial type と fibr o－
bla stic type の 中間型 で ある tr a n sitio n alty pe に は少
量の V型 コ ラ ー ゲ ン が認 めら れ るが ， それ 以外 の 髄膜
腰に は 工， m ， IV型 お よ び V 型コ ラ ー ゲ ン は認 め られ
な い と報告 した． M cCo mb ら43恨 ， fibr obla sticty pe
お よ び tr a nsitio n al ty pe に は ラ ミ ニ ン は微細線維状
に存在 し てい る が， m e ningothelialty pe に は ラ ミ ニ ン
は認 め られ な い と し た． A一 九 Rutka ら1 7，は ， 髄膜 脛
の培養細胞は そ の 組織型に は関係な く ラ ミ ニ ン やIV 型
コ ラ ー ゲ ン お よ び1 ， 工工1 型 プロ コ ラ ー ゲ ン を塵生す る
こ と を証明 し た． 本研究に お い ては ， コ ラ ー ゲ ン や ラ
ミ ニ ン の 分 布 に 関 し て は m e ningothelial ty pe と
fibrobla stic type と で は著 し い 差異が み られ た． す な
わ ち， fibr obla sticty pe で はI ， III， IV お よ びV型 コ
ラ ー ゲ ン な らび に ラ ミ ニ ン は腰瘍細胞間に 豊富に み ら
れた の に 対 し， m eningothelialtype で は線雄性隔壁内
と合胸体 の 周囲に み ら れ るの み で あっ た
．
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従来， 髄膜腫は その 組織型に 関係なく 単 一 の クモ 膜
細胞 か ら発生す る と され て い る7月弟
． しか し， 上述の 如
く， m e ningothelialtype と fibr obla stic ty pe とで は
問質 の 種類や分布 に 著 しい 差異が み られ た事 か ら， 髄
膜魔の 細胞由来に つ い て は再検討を要す る も の と思わ
れ る
．
髄膜腰の発生母地が ク モ 膜な い しク モ 腰絨毛で あ る
こ とは 一 般的 に 認め ら れ て い る4 5ト 相
． 動物の ク モ 膜や
クモ 膜絨毛の超微構造 に つ い て は， Nabeshim a ら 欄 ，
S habo お よ び M a x w ell481に よ り それ ぞれ 詳細 な検索
が な さ れ て い る
．
ま た， 近 年Scha che n m ayr と
Friede相 ， お よ び 山鳩 と Friede欄 は剖検脳の ク モ 膜下
腱 に グル タ ー ル アル デ ヒ ド を注入 しど乃 5払 の 固定 を
行う こ と に よ り， 硬膜 と クモ 膜の 接合面 を生体 に よ り
近い 状態で観察 した． その 結果， 生体 内で は い わ ゆ る
硬膜下腔 は存在せず， 線維芽細胞に 似 た数層の 細胞す
な わ ち du r al border c e11 か ら成 るdu r al borde rlaye r
と 扁平 な ク モ 膜 細胞 が 層状配列 を な す a ra chn oid
ba r rie rlaye rが密 に 接着 し， du r a－ a r a Chn oid inte r．
fa c elayer を形成 して い る と した． Du ralbo rderユaye r
に お い て は， そ の細胞間隙に は少数で はある が膠原細
線維， 弾性線推， mic rofibril な どの 結合組織線維が み
られ る－ しか し， a r a Chn oid ba rrierlaye rに お い て は，
細胞外腔に は 少魔の微細柔毛状物質が み ら れ る のみ で
膠原線維は存在 し ない ． ク モ 膜下腱 に お い て は， 星茫
状 の a r a chn oidtr abe c ula rc ellが梁柱様配列 を示 し，
梁柱の 中芯部 や その 周囲に は多数の 膠原細線維や弾性
線維が存在す る． 基底膜 は a ra chn oid ba rrierlaye rの
最内層の a ra chn oid ba rrier c ellの ク モ 膜下腔面や
a r a chn oidtr abe c ula r cellの 細胞表面に 不連続な が ら
見 られ る5 01． Du ral bo rderlaye rで は 一 般 に 基底膜は
み られ な い が ， 細胞外腔 に 基底膜様の 無定形物質が み
られ る こ とが あ る．
ヒ トの ク モ 膜絨毛は動物の も の と は対照的な形態を
示 す こ と が従来よ り指摘さ れ て い る51 ト 5 51． 先の 論 文に
お い て， 木多58－は死後 早期 に 採取 した と 卜の ク モ 膜絨
毛に つ い て光顕的， 電顕 的な ら び に 免疫組織化学的な
検討を行 っ た ． そ の 結 乳 ヒ トの ク モ 膜絨毛は基 本的
に fibr o u s c aps ule と a rachn oidc ell laye r， C ap C ell
Clu sterお よ び ce ntral c o reの 4 つ の 部分か ら構成さ
れ て い る と した
．
Ce ntr alc ore は ク モ 膜下 腔 の 延長で
あ り， a r a Chn oidtr abe c ula r c ellに 似た星 茫状の ク モ
膜細胞が網状 に 分 布 し， その 間隙に は多数の膠原線維
や膠原細線維， microfibril な どが み られ る
． 周辺髄膜
の du ra－ a r a Chn oid interfac elayerはク モ 膜絨毛の 部
分で翻転 し c e ntralc o r eを覆う ． その 際，du r al bo rde r
laye rは fibr o u s c aps ule へ ， ま た a r a chnoidba rrie r
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1aye rは a r a chn oid c e11 1aye r へ と 移 行 す る．
Ara chn oid cell laye rは部 分的 に 集族 し c ap cell
clu sterを形成す る． Fibr o u s c apsule 内に お い て は，
膠原細線維や弾性線維， mic rofibril な どが豊富 に み ら
れ る が， a r a Chn oidc e11 laye rや c ap c ellclu ster に お
い て は micr ofibril が ごく少数 み ら れ る に す ぎな い ．
Co r e a r a chn oidc e11 やa ra chn oidc el1 1aye r最内層の
細胞表面 に は基底膜が み られ る．
髄膜腰 の組織学的多様性 は クモ 膜や ク モ 膜絨毛 を構
成 して い る クモ 膜細胞の形態学的多様性 の み な らず，
クモ 膜細胞周囲の問質の 多様性 な どと も密接 に 関連 し
て い る も の と 思 わ れ る． す な わ ち， m e ningothelial
ty pe の髄膜腫 は腫瘍細胞間 に 問質 が き わ め て乏 しい
と 言う点で c ap cell clu ste rや a r a chn oid barrier
laye rに類似 し， fibrobla stic ty pe の髄膜腫 は問質 に
蔑 む と 言 う 点 で fibrou s c aps ule や du ral bo rde r
laye r， Central c o reに類似 して い た ． ま た， m e ningo
－
thelialty pe の髄膜腰内 を索状 に交錯 す る 線推性隔
壁 の 中 に 分布 す る 紡錘形 の 細胞 は du r al bo rde r
c e11郁叫1りこき わ め て似て い た ． 以上 より ， 髄膜腰 は従来
指摘 され た様 に ク モ 膜や ク モ 膜絨毛内 に 分布 す る クモ
膜細胞と言う単 一 の名称で よ ばれ る細胞か ら発生す る
こ と は明ら かで ある． しか し， 発生母地である ク モ 膜
や ク モ 膜絨毛内に分布す るク モ 膜細胞 に は本来種々 の
も のが あり ， さ ら に発生母地 と して fibr o u s c apsule や
du r al bo rde rlayer な どの 硬膜成分も
一 部関与す る た
め に ， 髄膜腫 は組織学的 に 多彩な性状 を示 す も の と推
定 さ れ る．
結 論
髄膜腫 の組織学的基本型 を な す m e ningothelial
type ぉ よ び fibr obla stic ty pe の 問質 に つ い て， 光顕
軌 電顕的な らび に免疫組織化学的 な比較検討を行 い ，
それ ぞれ の細胞由来に つ い て 考察 した．
1 ． Meningothelial type で は ， 問質 は主と して線
雄性隔壁 に存在 し腫瘍鯛胞間 に は み ら れ なか っ た ． 線
維性隔壁内に は 工， m 型 コ ラ
ー ゲ ン が び ま ん性 に 分布
して い る の に 対 し， IY， V型 コ ラ ー ゲ ン と ラ ミ ニ ン は
腫瘍細胞 が作 る合胞体の周囲に線状 に分布 し， 線推性
隔壁 との境界 を な して い た ．
2 ． Fibrobla stictypeで は ， 問質は腫瘍細胞間に び
ま ん性 に み ら れ た． 工， 正I型 コ ラ ー ゲ ン は細胞間 に不
連続 な線推小束 の配列を 示 し， 押 型 コ ラ
ー ゲン と ラ ミ
ニ ン は腫瘍細胞間に 微細網状 に ， さ ら に V型 コ ラ
ー ゲ
ン は細線維状 ない し細顆粒状 に 分布 してい た ．
3 ． い ずれ の タイ プ にお い て も ， 問質 は膠原細線維，
microfibril， 弾 性線推お よ び微細額粒状物質な どか ら
成 っ て い た ． 腫瘍細胞内に は型別 コ ラ ー ゲ ン や ラ ミ ニ
ン は認め られ ず， IV型 コ ラ ー ゲ ン と ラ ミ ニ ン の 分布 は
基底膜の 領域に 一 致 して い た．
4 ． ヒ トの ク モ 膜お よ び ク モ 膜絨毛と の 対比 か ら，
髄 膜 腫 の 細胞 は m e ningothelial type は a r a chn oid
ba rrie rlaye rな い し c ap cellclu ste rに ， fibr obla stic
ty pe は du ral bo rder laye rな い しfibrou s c aps ule，
c entr al c o r eに 由来す る も の と推定さ れ た．
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Abstr at
T he e xtr a c ellula r m atrix of m e n lnglOm aS W a S Studied bylight and electro n mic r oscopy withthe
aidofim m u noh isto chemicaltechniques ． Spe cialatte ntion w aspaidto the distributio n ofty peI ，
III， IVa nd V collage n s a sw e11as la minin with a c o mparison betw e e nm e n l ngOthelial a nd
fibroblastic ty pes． Co n n ectiv etiss ue flbe rsand basem e nt m e mbrane were no tfbund betw e n
tu mor c e11s in the m e n l ngOthelialty pe， but w e r efbu nd in the n brobla stic ty pe ． T he im muno－
lo caliza tio n s were c o n site ntly de mon strated e xtracellularly， butno twithin the cytoplas m ． Ty pe
I， IIIand V c ollagen s were u s ua11y dem onstr ated in the n brous septu m in the meningothelial
ty pe， While they wer elocaliz ed betw e e ntu mo r c ellsin the nbroblastic ty pe－ Fu rthe r more， ty pe
IVc ollage n and laminin w e re de m o n strated within the vessel w alls or aro undthe syncytiu m in the
men l ngOthelial ty pe， While they were lo c aliz ed betw een tu m o rce11sin the n broblastic ty pe． In
both ty peS the e xpressio n ofty peIVcollage n and laminin w a sclosely related to the distributio n
Of basem ent m e mbr a ne ． A striking contr a st ofthe distribution ofe xtra c e11ular m atrix s ug gested
d ifYbrentc ellula rderiv ation oftw o basic ty pes orm e n l nglOm aS， Which w a sdiscussed with refbr e nc e
to the ultr a str u ctu re of a ra chn oidand a ra chn oid vi11i in m an ．
